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明
と

名
号
の

働
き
に

よ
っ

て

信
心
が

得
ら
れ

、

ま

た

名
号
に

こ

め

ら

れ
て

い

る

無
常
の

功
徳
を

得
る

な
ど

の

二

十
三

の

引
文
に

よ

っ

て

真
仏
弟
子
の

利
益
が
示
さ

れ
る

。

こ

れ
ら
の

文
は

信
心
を

当
益
と

現
益
と

で

釈
さ

れ、

真
の

仏
弟
子
は

阿
弥
陀
如
来
の

本
願
を

説
く

釈
迦
及
び

諸
仏
方
の

弟
子
で

あ
り、

真
実
の

信
行
に

よ
っ

て

仏
果、

大
涅
槃
を

得
ゐ

こ

と

を
明
か

す。

故
に、

そ

の

文
の

終
わ
り
に

念
仏
の

衆
生
は

「

横
超
の

金
剛
心
を

窮
め

る

故
に
」

弥
勒
と

同
じ
で

あ

り
臨
終
の
一

念
に

大
涅
槃
に

至
る

。

こ

の

こ

と

は

往
生
即
成
仏
の

当
益
を

示
さ

れ
る

。

こ

の

利
益
の

流
れ
を

受
け

て
、

親

鸞
は

「

証
巻
」

に

名

号
の

働
き

を
聞

信
し
た

衆
生
は

領
受
し

た

即
時
に

正

定
聚
に

住
し

、

必
ず
滅

度
に

至

る
こ

と
は
一

乗
真
実
の

利
益
が

満
ち

温
れ

て

い

る

こ

と

を

意
味
し、

現
当
二

益
の

往

相
回

向
の

信
心
は

無
上
の

果
の

利

益
で

あ
る

こ

と

を
明
か

し
て

い

る
．

『

教

行
信

証
』

は
→

実
真
如
の

利

益
を

現
当
二

益
の

往

相
回

向
に

よ
っ

て

明
か

す

論
理
が

あ
り、

そ

の

後
に

還

相
同
向
と

は

「

利

他
教
化
地
の

益
」

と

仏
願
力
回
向
に

よ

っ

て

迷
え
る

衆
生
を
済
度
し
て

い

く
真

如
の

根
源
か

ら
の

働
き

で

あ
る
こ

と

が

明
か

さ

れ
て

い

る

の

で

あ
る

。

真
宗
大
谷
派
の

北
海
道
開
教
に

関
す

る
一

考
察

福

　
島

　
栄
　
寿

　

近
代
大
谷
派
の

北

海
道
「

開
教
」

に

つ

い

て

は
、

そ

の

功
罪
を
め

ぐ
っ

て
、

今
日
で

は、

と

く
に

ア

イ
ヌ

民
族

差
別
を

行
っ

た

と

い

う
罪
の

方
が

強
く
意
識
さ

れ、

あ
ま

り

積
極
的
に

評
価
さ

れ

て

い

る

状
況
に

な
い

印
象

を
受
け
る

。

真
宗
大
谷
派
の

北
海
道
開
教
と
、

そ

の

評
価
が

内
包
す
る

意

識
に

着
目
し、

宗
門
近
代
史
に

お

け

る

北
海

道
開
教
へ

の

視
座
に

つ

い

て
、

そ
の

課
題
を

考
え
て

み

た
い

。

　

北
海

道
の

近

代
化
の

歩
み

の

な
か

で、

大

谷
派
の

「

開
教
」

・

開
拓
は

進
め

ら

れ
た

。

従
来

、

そ

れ

は

近
代
の

幕
開
け
に

際
し

て、

大
谷
派
が

教

団
を

あ
げ
て、

国
家
的
要
請
に

応
え

る

と

共
に

、

新
時
代
に

お

け

る

教
団

の

再
興
を
か

け
た

、

使
命
感
と

意
欲
に

満
ち

た

最
初
の

大
事
業
と

し
て

評

価
さ

れ
て

き
た

。

『

東

本
願

寺
北
海
道
開
教
百
年

史
』

（
一

九
七
四

年）

で

は
、

「

ア

イ

ヌ

を

雇
用
」

し
て

「

本
願

寺
街
道
」

を
開
い

た
こ

と

が
、

「

先

入
の

功
績
」

と
し

て

の

み
記
述
さ

れ

て

い

る
。

し

か

し、

大
谷

派
の

活
動

は
、

政
府
の

ア

イ
ヌ

へ

の

同
化

政
策
に

全
く

同
調
し

て

実
施
さ

れ
た
の

で

あ
る

。

こ

の

こ

と

は、

柏
原

祐
泉
氏
が

、

「

近

代
大
谷

派
の

歴
程
」

（
『

真

宗
』

一

九
八
八

年）

で

指
摘
し

て

い

る

通
り
で

あ
る

。

柏
原
氏
の

指
摘
の

背
景
に

は
、

］

九
七
七

年
の

「

大
師
堂

爆
破

事
件
」

の

犯
行
声
明
中
の
、

近
代
の

大
谷
派
と

ア
イ

ヌ

民
族
と

の

関
係
を

め

ぐ
っ

て

な

さ
れ
た

批
判

が
、

重
要
な
も
の

と
し

て

あ
っ

た

こ

と
は

い

う
ま

で

も
な
い
。

　
ア

イ
ヌ

民
族

差

別
問
題
に

つ

い

て

は、

一

九
八
〇

年

代
後
半
か

ら
の

「

精
神
主

義
」

批
判
を
き

っ

か

け
に、

『

精

神
界
』

中
の

ア

イ
ヌ

民
族
を

描
写
す
る

文
章
へ

の

批
判
と

関
わ

っ

て

検
証
さ
れ
て

い

く
。

例
え

ば、

山

縣
良
温
「

ア
イ
ヌ

の

村
」

（
『

精
神
界
』

第
七
号）

は
、

そ

の

点
で

、

問
題

と

な

っ

た
。

山
縣
は

、

清
沢

満
之

た
ち

と
教
団
改
革
運
動
に

参

画
し

た

人

物
で、

明
治
三

〇
年
に

北
海

道
に

渡
っ

た

長
野
県
出
身
の

僧
侶
で
、

十
勝

国
布
教
担
当
と

し

て

各
地
の

説
教
所
開
設
に

奔
走
し

た
。

明
治
三

四

年
に

は
、

帯
広
地
方
の

本
別
で、

ア

イ
ヌ

民
族
の

子
ど

も

を

対
象
に

私
塾

「

不

如
学
堂
」

を
開

設
し、

仏
教

教
化

や

日

本
語
教

育
を

行
っ

た

り、

時
に
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は
、

ア

イ
ヌ

の

子
ど
も
た

ち

を
お

風
呂
に

入
れ
た

り
し
た

。

　

そ

の

「

ア

イ
ヌ

の

村
」

の

中
の

表
現
を
め

ぐ

り
、

小
森

龍
邦
氏
か

ら、

「

宗
教
者
と

し

て
、

よ
く
も
こ

の

よ

う
な
表
現
が
で

き
た

も
の

だ
と

思
わ

れ
る

位、

ア
イ
ヌ

に

対
す
る

蔑
視
の

気
持
ち

を
に

じ

ま
せ

て

い

る
。

」

と

厳
し
く

批
判
さ

れ
た

の

で

あ
る

。

時
あ
た

か

も

『

同
朋
社
会
の

顕
現
』

事

件
で

糾

弾
を

受
け
て

い

た

大
谷

派
で

あ
っ

た
。

こ

の

よ

う

な
糾
弾
を

受
け

て
、

ア
イ

ヌ

民
族
問
題
は

、

大
谷

派
の

差
別
問
題
と
し

て

課
題
化
し
て

い

く
。

つ

ま

り、

ア

イ

ヌ

民
族
問
題
は、

差
別
問
題
の

課
題
と

し
て
、

そ

の

性
格
を
与
え
ら
れ
て

い

っ

た

の

で

あ
る

。

だ

が
、

あ
く
ま

で

推
測
で

あ
る

が
、

こ

の

よ

う
な

動
き

の

な
か

で
、

大

谷
派
の

近
代
史
を

考
察

す
る

際

に、

北
海
道
開
教
・

開
拓
の

実
態
を

把
握
す
る

こ

と

が
、

困
難
に

な
っ

て

い

っ

た

の

で

は

な
い

か

と

思
う。

す
な
わ
ち

、

大
谷

派
の

北
海
道
開
教
と

い

え

ば
、

「

大
師
堂

爆
破

事
件
」

で

あ

り、

ア

イ
ヌ

民
族
差
別

問
題
が

孕

ま
れ
た
問

題
で

あ
り、

そ
れ
は

教
団
が

厳
し
く

社
会
か

ら

糾
弾
さ

れ
た

差

別

事
件
で

あ
り

、

難
し
い

問
題
で

あ
る
と

考
え
る

ス

テ

レ

オ

タ
イ

プ
な

意

識
は、

北
海

道
の

大
谷

派
近

代
史
を、

意

識
の

上

で

遠
ざ

け

な
が

ら、

「

辺
境
」

に

追
い

や
っ

て

き
て

し
ま

っ

た

の

で

は

な
い

か
、

と

推
測
す

る

の

で

あ
る

。

　

大
谷
派
の

近

代
以
後
を

考
え
る

と

き、

ア

イ
ヌ

民
族

差
別
問
題
も

含
め

て
、

「

北

海
道
」

を

抜
い

て

は

考
え
ら
れ
な

い
。

二

〇
〇

九

年
に

『

ア

イ

ヌ

民
族
差
別
に

関
す
る

学
習
資
料
集
」

（
真
宗
大
谷
派
解
放
推
進
本
部
編）

が

発
刊
さ

れ
た

こ

と
を
き
っ

か

け
と

し
て、

今
後、

北

海
道
の

大
谷
派
近

代
史
に

つ

い

て
、

そ
の

丁

寧
な

掘
り
起
こ

し

作
業
を
進
め

て

い

く
べ

き
で

あ
る

。

曽
我
量
深
に

お

け
る

信
の

論
理

　
　
　

　

欲
生

心
と

逆

対
応

陳

敏

　
齡

　
一
、

問
題
所

在
　
曽
我
量
深
の

思
想
特
色
と

い

え

ば、

伝
承
と

己

証
を

軸
と

す
る
も
の

で

あ

る、

彼
は

特
に

親
鸞
の

三

心
釈
の

中
の

欲
生
心
を

中

心
と

し

て
、

他
力

信
仰
に

お

け
る

主

体
性
の

自
覚
の

問
題

を
提

起
し、

「

信
仰
即
自
覚
」

と

い

う
内
観
の

道
を

打
ち

出
し

た
。

本
論
文
で

は、

主

に

西
円
幾
多
郎
の

逆
対
応
の

概
念
を
通
し

て
、

曽
我
の

信
仰
神
学
に

お

け

る

欲
生
中
心
と

い

う
宗
教
的
回
心
の

論
理
を

探
究
し

た

い
。

　
二
、

真
宗
教

学
に

お

け
る

欲
生
心
の

課
題
　
親
鸞
の

信
に

関
す

る

説
明

は
、

「

教
行

信
証
』

「

信
巻
」

と

「

化
身
土

巻
」

と

の

二

巻
に

わ

た

る
。

中

で

も

信
巻
の

至
心
・

信
楽
・

欲
生
と

い

う
本
願
の

三

心
が

中
心
で

あ
る

。

親
鸞
は

三

心
即
一

心
の

こ

と

を

論
じ

る

が
、

こ

の
一

心
は

信
楽
あ
る

い

は

欲
生

（

成
就
文
の

「

願
生
」）

の

い

ず
れ
に

属
す
る
か
、

と

い

う

異

説
が

あ
る

。

伝
統
的
な

真

宗
教
学
は

信
楽
中
心

で

あ
る

が、

曽
我
は

唯
信
独
脱

や
観

念
論
的
な
弊
端
を

批
判
し

な
が

ら、

受
動
的
信
楽
よ
り
能
動
的

欲
生

へ

と

力
説
し

た
。

　
三
、

曽
我
に

お

け
る

欲
生
旧

−

心
の

信
仰
論
理

　
曽
我
は
生
涯
の

中
で
、

何
回
も

「

真
宗
教
相
の

根
源
と

し
て

の

欲
生

我
国
」

の

言

葉
で

欲
生

中
心

の

説
を
掲
げ
た

。

特
に

法
蔵

菩
薩
論
と

同
時

期
の

「

本
願
の

仏
地
」

の

文

章
で

、

欲

生
の

概
念
を

軸
に
、

真
宗
の

聞
信
を

我
と
汝
と
の

呼
応
的
関
係

と

し
て

捉
え
る

。

第
一

は

信
に

お

け

る

欲
生
の

問
題

。

欲
生
と

は

「

如
来

招
喚
諸
有

群
生
の

勅
命
」

と

い

う
が、

如

来
の

招
喚
と

衆
生
の

帰
命
に

分

334（1426）

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　


